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⑤
「
鍼
灸
臨
床
文
献
学
会
」

鍼
灸
の
治
効
を
探
る
に
は
古
来
の
治
療
法
の
探
究
が
重
要
と
の
趣
意

に
立
つ
。
（
Ｈ
５
．
３
～
肥
・
皿
）
座
長
・
口
演
を
担
当
。
Ｈ
略
・
皿
、

第
二
回
に
は
、
満
九
○
才
記
念
講
演
「
膵
臓
の
歴
史
」
を
行
な
う
。

⑥
「
東
洋
鍼
灸
医
学
大
講
演
会
」

特
に
（
Ｈ
賂
・
皿
・
錫
）
第
二
部
鍼
灸
臨
床
セ
ミ
ナ
ー
「
伝
統
に
根

ざ
し
た
も
う
一
つ
の
医
学
」
に
お
け
る
講
義
・
実
技
公
開
に
お
け
る
バ

ラ
ン
ス
思
想
と
古
典
と
が
結
合
し
た
も
の
を
評
価
し
、
「
今
後
の
鍼
灸

の
行
方
を
示
す
も
の
」
と
特
記
さ
れ
た
。

以
上
、
教
育
者
と
し
て
の
経
歴
過
程
に
お
け
る
執
念
ｌ
求
道
者
の
ご

と
き
学
会
参
加
の
姿
勢
と
成
果
の
公
表
に
つ
い
て
記
し
、
著
者
の
斯
界

に
対
す
る
磐
石
の
態
度
を
表
言
し
た
。
終
り
に
著
者
の
言
を
掲
げ
る
。

「
現
代
医
療
に
、
旧
来
の
医
療
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
旧
来
の
医

療
が
身
体
全
体
の
調
整
を
は
か
る
と
い
う
意
味
で
、
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
陰
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
表
立
っ
て
並
行
す
る
こ
と
が
、

治
療
効
果
を
上
げ
る
上
で
必
要
で
あ
る
。

鍼
灸
は
自
律
神
経
の
調
整
を
主
と
し
て
、
心
身
の
調
和
を
は
か
る
も
の

で
あ
り
、
高
度
先
進
医
療
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
」
と
。

多
く
の
方
々
の
閲
読
を
期
待
す
る
。

（
末
中
哲
夫
）

〔
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
五
・
八
・
四
発
行
。
二
○
○
○
円
・
税
別
〕

本
書
は
「
医
療
と
そ
の
周
辺
領
域
に
幅
広
い
関
心
を
持
た
れ
て
い

る
一
般
の
方
々
」
や
、
「
医
療
系
大
学
の
人
文
系
教
養
教
育
」
の
現
場

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
い
う
。
「
は
し
が
き
」
に
よ

れ
ば
、
医
療
人
間
学
と
は
「
メ
デ
ィ
カ
ル
な
諸
問
題
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
ズ
の
手
法
に
よ
っ
て
探
究
」
す
る
学
問
の
こ
と
で
あ
り
、
ト

リ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
「
三
つ
で
一
組
と
な
っ
て
い
る
も
の
」
、
こ
こ
で
は

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
最
も
重
要
な
三
本
柱
」
で
あ
る
「
哲
学
・

史
学
・
文
学
」
を
さ
し
、
こ
の
「
三
つ
の
分
野
を
有
機
的
に
統
合
」

し
て
構
築
し
た
医
療
人
間
学
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
タ
イ
ト
ル
の
意

味
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
の
展
開
と
し
て
は
、
「
文
学
作
品
の
一
節
を
素

材
に
し
て
医
療
の
諸
相
を
具
体
的
に
把
握
し
（
文
学
）
、
当
該
問
題
に

関
す
る
社
会
的
背
景
を
歴
史
的
脈
絡
の
中
で
捉
え
る
（
史
学
）
と
と

も
に
、
そ
こ
か
ら
現
代
に
も
通
じ
る
哲
学
・
倫
理
学
事
項
を
汲
み
取

っ
て
批
判
的
に
吟
味
し
（
哲
学
）
、
ひ
い
て
は
医
療
の
将
来
展
望
を
実

践
的
に
切
り
拓
く
こ
と
」
を
め
ざ
す
と
な
っ
て
い
て
、
著
述
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
い
の
ち
」
お
よ
び
「
い
の
ち
の
尊
さ
」
と
あ
る
。

素
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
学
作
品
は
三
二
編
に
及
ん
で
い
る
。

以
下
、
主
題
に
関
し
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
第
一
章
森
鴎
外
の
「
カ

ズ
ィ
ス
チ
ヵ
」
で
は
漢
方
医
学
か
ら
西
洋
医
学
へ
の
移
行
期
の
問
題
を
、

第
二
章
泉
鏡
花
の
「
外
科
宰
匡
で
は
麻
酔
薬
の
開
発
と
外
科
医
療
の
進
展

近
藤
均
著

「
医
療
人
間
学
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
哲
学
・
史
学
・
文
学
』
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を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
時
代
の
医
療
倫
理
の
問
題
を
、
第
三
章
樋
口
一

葉
の
『
う
つ
せ
み
』
で
は
精
神
病
の
問
題
を
、
第
四
章
国
木
田
独
歩
の

「
春
の
烏
」
で
は
障
害
児
教
育
を
、
第
五
章
田
山
花
袋
の
「
一
兵
卒
」
で

は
国
民
病
の
脚
気
を
、
第
六
章
伊
藤
左
千
夫
の
「
奈
々
子
」
で
は
二
人
称

の
死
と
な
っ
て
い
る
事
故
死
を
、
第
七
章
石
川
啄
木
の
「
赤
痢
」
で
は
伝

染
病
へ
の
対
応
を
、
第
八
童
局
浜
虚
子
の
「
続
俳
譜
師
－
文
太
郎
の
死
」

で
は
医
療
に
お
け
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
、
第
九
章
夏
目
漱
石
の
「
思
い

出
す
事
な
ど
」
で
は
臨
死
体
験
に
つ
い
て
、
第
一
○
章
谷
崎
潤
一
郎
の

「
異
端
者
の
悲
し
み
」
で
は
正
常
と
異
常
、
正
統
と
異
端
に
つ
い
て
、
第

二
章
有
島
武
郎
の
『
実
験
一
二
で
は
病
理
学
者
を
通
し
て
科
学
の
あ
り

方
を
問
題
に
し
、
第
一
二
章
志
賀
直
哉
の
「
流
行
感
冒
」
で
は
ス
ペ
イ
ン

風
邪
を
、
第
一
三
章
島
噴
滕
村
の
「
あ
る
女
の
生
涯
」
で
は
性
病
を
と
り

ま
く
問
題
を
、
第
一
四
章
葉
山
嘉
樹
の
「
海
に
生
く
る
人
々
』
で
は
医
療

費
負
担
の
問
題
を
、
第
一
五
章
横
光
利
一
の
「
花
園
の
思
想
」
で
は
妻
の

死
を
看
取
る
夫
の
心
理
を
取
り
上
げ
る
。

第
一
六
章
平
林
た
い
子
の
「
施
療
室
に
て
」
で
は
学
用
患
者
の
問
題

を
、
第
一
七
章
山
本
有
三
の
『
波
」
で
は
親
子
鑑
定
の
問
題
を
、
第
一

八
章
佐
藤
春
夫
の
「
陳
述
被
告
一
之
瀬
医
学
士
陳
述
の
一
部
』
で
は
大

学
病
院
の
医
局
制
の
問
題
を
、
第
一
九
章
梶
井
基
次
郎
の
「
の
ん
き
な

患
者
」
で
は
結
核
患
者
Ｅ
そ
の
治
療
を
め
ぐ
っ
て
、
第
二
○
章
北
條
民

雄
の
『
い
の
ち
の
初
夜
」
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
苦
悩
と
苦
難
の
歩

み
を
、
第
二
一
章
壺
井
栄
の
「
大
根
の
葉
』
で
は
視
力
障
害
者
と
そ
の

母
親
の
心
情
を
、
第
二
二
章
太
宰
治
の
『
皮
膚
と
心
』
で
は
皮
膚
の
病

変
に
と
も
な
う
心
の
揺
れ
を
、
第
二
三
章
中
山
義
秀
の
「
テ
ニ
ャ
ン
の

末
日
」
で
は
軍
医
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
人
体
実
験
に
つ
い
て
、
第
二

四
章
原
民
喜
の
「
夏
の
花
」
で
は
原
爆
症
を
、
第
二
五
章
井
伏
鱒
二
の

「
本
日
休
診
」
で
は
戦
後
の
周
産
期
医
療
や
妊
娠
中
絶
を
、
第
二
六
章
川

端
康
成
の
『
川
の
あ
る
下
町
の
話
』
で
は
生
活
保
護
法
に
お
け
る
医
療

扶
助
の
問
題
を
、
第
二
七
章
大
江
健
三
郎
の
「
他
人
の
足
」
で
は
難
病

患
者
の
生
活
と
心
の
動
き
を
め
ぐ
っ
て
、
第
二
八
章
室
生
犀
星
の
「
わ

れ
は
う
た
え
ど
も
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
』
で
は
ガ
ン
治
療
と
告
知
の
問
題
を
、

第
二
九
章
石
牟
礼
道
子
の
「
苦
海
浄
土
わ
が
水
俣
病
」
で
は
水
俣
病

患
者
の
苦
悩
を
、
第
三
○
章
有
吉
佐
和
子
の
「
胱
惚
の
人
」
で
は
認
知

症
老
人
の
介
護
の
問
題
を
、
第
三
一
章
村
上
龍
の
「
限
り
な
く
透
明
に

近
い
ブ
ル
ー
」
で
は
薬
物
依
存
症
の
問
題
を
、
第
三
二
章
加
賀
乙
彦
の

『
宣
告
」
で
は
死
刑
囚
の
拘
禁
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
題

に
し
て
著
作
年
代
の
政
治
状
況
や
作
品
の
文
学
史
的
な
解
説
、
主
題
の

背
景
を
な
す
医
学
・
医
療
史
や
倫
理
問
題
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

た
い
へ
ん
大
部
な
労
作
で
あ
り
、
読
み
終
え
る
の
に
時
間
を
要
し
た

が
、
率
直
に
い
え
ば
「
文
学
作
品
事
典
を
読
み
終
え
た
」
と
い
う
印
象

が
強
い
。
そ
れ
は
主
題
周
辺
の
知
識
・
情
報
を
事
典
・
辞
書
的
に
整
理

し
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
い
っ
た
感
じ
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
来
て
い
る
。
そ
の
た
め
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
「
い
の
ち
の
尊

さ
」
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
「
考
え
さ
せ
る
た
め
の
教

材
」
と
す
る
に
は
、
も
っ
と
知
識
・
情
報
を
絞
り
込
み
、
現
代
に
つ
な

が
る
倫
理
的
な
問
題
の
所
在
を
鋭
角
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
構
成
を
と

っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

な
お
、
解
説
的
な
記
述
に
お
い
て
、
「
日
本
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
精
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本
書
は
、
山
本
周
五
郎
「
赤
ひ
げ
診
療
證
」
や
黒
澤
明
の
映
画
「
赤

ひ
げ
」
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
小
石
川
養
生
所
を
取
り
上
げ
た
新
書
判

の
本
と
し
て
き
わ
め
て
興
味
あ
る
内
容
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新

書
判
と
い
う
サ
イ
ズ
と
分
量
の
中
で
、
養
生
所
の
成
立
か
ら
終
焉
ま
で

を
実
に
多
面
的
に
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
を
示
す
と
、
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
江
戸
の
養
生
」
「
第
一
章

大
都
会
・
江
戸
の
医
療
事
情
」
「
第
二
章
町
奉
行
大
岡
忠
相
と
小
石

川
養
生
所
」
「
第
三
章
養
生
所
の
入
所
生
活
」
「
第
四
章
寛
政
の
医

〔
太
陽
出
版
、
兎
泉
都
文
京
区
本
郷
四
’
一
’
一
四
、
電
話
○
三
（
三

八
一
四
）
○
四
七
一
、
二
○
○
五
年
一
二
月
、
Ａ
五
版
、
六
三
八
頁
、

本
体
価
格
四
八
○
○
円
〕

神
病
院
は
一
八
七
九
年
の
兎
泉
府
」
（
五
○
頁
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
京

都
の
癩
狂
院
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
一
八
七
五
年
の
設
立
で
あ
り
、
ま
た

「
病
院
の
典
型
と
い
え
ば
国
立
あ
る
い
は
公
立
の
医
学
校
に
併
設
さ
れ
た

も
の
」
（
三
一
五
頁
）
と
あ
る
が
、
日
本
で
は
多
く
が
病
院
付
属
医
学
校

に
は
じ
ま
っ
て
、
の
ち
に
医
学
校
付
属
病
院
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ま

た
「
神
山
（
か
み
や
ま
）
復
生
病
院
」
（
三
四
八
頁
）
は
「
こ
う
や
ま
」

の
訓
み
が
正
し
い
。

（
新
村
拓
）

安
藤
優
一
郎
著

『
江
戸
の
養
生
所
』

療
改
革
」
「
第
五
章
養
生
所
の
病
巣
」
「
第
六
章
養
生
所
改
革
の
挫

折
」
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
養
生
所
の
終
焉
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
プ
ロ
ロ
ー

グ
江
戸
の
養
生
」
で
は
、
養
生
所
設
立
の
背
景
と
し
て
の
江
戸
の
養

生
文
化
の
概
要
を
略
述
す
る
。
第
一
章
で
は
、
江
戸
の
医
療
事
情
が
決

し
て
劣
悪
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
養
生
書
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
情
報
が
氾
濫
し
て
い
た
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
指
摘
は
も
ち
ろ
ん
正
鵠
を
射
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
一
方
で
概
括
的

に
過
ぎ
る
記
述
も
い
く
ぶ
ん
か
見
受
け
ら
れ
る
。
第
二
章
で
は
、
小
川

笙
船
に
よ
る
目
安
箱
へ
の
上
書
を
契
機
と
し
て
、
小
石
川
御
薬
園
内
に

施
薬
院
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
「
養
生
所
」
と
し
て
施
療
を
行
っ
て
い

く
経
緯
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章
と
次
章
「
養
生
所
の
入
所
生
活
」

で
は
、
一
次
史
料
に
丹
念
に
あ
た
り
、
設
立
当
初
の
養
生
所
の
全
容
を

伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
代
々
養
生
所
の
肝
煎
を
務
め

た
小
川
家
に
つ
い
て
も
筆
が
割
か
れ
て
お
り
、
評
者
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。

第
四
章
、
第
五
章
、
第
六
章
で
は
、
江
戸
後
期
以
降
の
養
生
所
の
変

遷
、
そ
れ
は
運
営
難
と
改
革
の
挫
折
の
連
続
と
で
も
い
う
べ
き
苦
悩
の

時
代
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
養
生
所
に
お
け
る
内
外
の

課
題
と
の
格
闘
の
さ
ま
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
筆
者
が
触
れ
て

い
る
点
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
寛
政
以
降
に
養
生
所
の
入
所
者
が
減
っ

て
い
く
理
由
を
、
寛
政
改
革
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
町
会
所
に
よ
る
救

民
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
で
み
て
い
る
視
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

町
会
所
に
よ
る
救
民
活
動
は
い
わ
ば
生
活
扶
助
で
あ
り
、
養
生
所
に
お

け
る
施
療
と
は
異
な
り
、
庶
民
の
生
活
危
機
を
総
体
的
に
救
済
で
き
る


